
新型コロナウイルス感染防止に配慮した活動のポイント

　8 月 26 日（月）、福岡市民会館にて、「第

62 回福岡市高齢者保健福祉大会」を開催しま

した。
�（詳細は、6ページをご覧ください）�（詳細は、6ページをご覧ください）
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特集「七区の投稿」
全国老人クラブ大会の報告
九州ブロック老人クラブリーダー研修会の報告
「みんなの広場」文芸欄、第54回高齢者美術展講評
「詰碁」「詰将棋」問題・解答
第54回福岡市高齢者美術展
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　7 月 26 日（金）、ふ
く ふ く プ ラ ザ 502・
503 研修室で「第 53回
福岡市高齢者囲碁・将棋
大会」を開催しました。
本大会は、多くの高齢者
に親しまれている囲碁・
将棋を通じて、広く高齢
者の交流を図り、仲間づ

くり、生きがいづくりを進めるため開催しています。
　本大会は、各区から選出された代表者、囲碁 31名、将棋 31名に
より行われ、猛暑の中、各盤上でも熱戦が繰り広げられました。

市長賞 チャンピオン戦優勝 早良区 守田　　健 六段
市議会議長賞 三・四段戦優勝 西　区 二宮　　清 四段

市老連会長賞

初・二段戦優勝 東　区 清田　　宏 二段
級位戦優勝 中央区 川上　　博 １級

チャンピオン戦準優勝 東　区 島本　隆芳 六段
三・四段戦準優勝 東　区 溝口　満義 四段
初・二段戦準優勝 早良区 木村　勝利 二段

級位戦準優勝 博多区 安部　恭輔 １級
※準優勝までを掲載しています。

（敬称略）【囲　碁】

市長賞 有段戦優勝 西　区 平山　豊嗣 二段
市議会議長賞 級位戦優勝 中央区 川嶋　克也 １級

市老連会長賞
有段戦準優勝 西　区 久安 登四男 四段
級位戦準優勝 早良区 堤　　利男 ２級

※準優勝までを掲載しています。

（敬称略）【将　棋】

囲　碁 東区 今里　春美　93歳
将　棋 中央区 榊　　留夫　92歳

（敬称略）【最高年齢者賞】

《 大 会 結 果 》

第
23
回
福
岡
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（敬称略）《 大 会 結 果 》

順　位 赤コース 黄コース 青コース

優　勝 磯野 耕三郎
（南区　34打）

寺本　利美寺本　利美
（南区　33打南区　33打）

畠山 　悟
（西区　28打）

準優勝 中村　秀幸
（西区　35打）

大塚　淑子
（博多区　36打）

庄崎　 勝
（西区　40打）

第３位 𠮷野 文三郎
（博多区　37打）

日下部 浩二
（博多区　38打）

靏野　良孝
（南区　42打）

第４位 牧田　捷男
（南区　37打）

中島　牧雄
（南区　39打）

中村　一機
（南区　42打）

第５位 白幡 　擴
（中央区　37打）

上田 健一郎
（中央区　39打）

菊池　得雄
（博多区　42打）

最高
年齢者賞

男性　野口　一弘　　98歳　（早良区）
女性　菊池　知子　　93歳　（西区）

第53回福岡市高齢者囲碁・将棋大会

第6回福岡市高齢者ゴルフ大会 《 大 会 結 果 》 （敬称略）
順　位

（ダブルペリア方式） 氏　名 区 GROSS NET

優　勝 中園 　正孝 西 91 70.6
準優勝 今林 　重行 早良 97 70.6
第３位 岩井 　義秋 中央 102 70.8
第４位 須川 　哲治 東 89 71.0
第５位 間部 　丞詞 東 89 71.0

順　位
（グロス） 氏　名 区 GROSS

優　勝 清水 　充雄 早良 78
準優勝 池田 　和仁 西 78
第３位 木村 日登志 早良 80
第４位 田北 　誠志 早良 83
第５位 日髙 　初之 早良 84

《ゴルフ大会協賛会社》
・西新ゴルフセンター
 （西鉄ウェルネス株式会社）

・有田ゴルフガーデン
・島手そうめん販売株式会社
・日本ハムマーケティング
  株式会社 福岡営業所

・株式会社あおやぎ

　

11
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木
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23
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岡
市
高
齢
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ウ
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会
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中

央
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の
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公
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技
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・
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た
。
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大
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は
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老
連
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　9 月 20 日（金）、第 6 回
福岡市高齢者ゴルフ大会をセ
ブンミリオンカントリークラ
ブにて開催しました。当日は
福岡市各区より 100 名が参
加し、爽やかな空気の中、元
気にフルスイング。
　今大会のグロススコア上位 3名は、令
和 7年 10 月１8日（土）～ 21 日（火）
開催予定の「ねんりんピック岐阜 2025」
で行われるゴルフ交流大会の福岡市代表
候補者となります。

長
の
あ
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つ
の
後
、市
福
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局
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社
会
部
の
佐
藤

部
長
か
ら
市
長
の
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を
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、博
多
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の
中
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秀

さ
ん
と
大
塚
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の
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誓
の
後
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の
３
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2
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２
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ル
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ン
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ン
は
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ー
ス
33
本
、

黄
コ
ー
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25
本
、青
コ
ー
ス

30
本
の
合
計
で
88
本
で
し

た
。

野口　一弘さん（98）
早良区

菊池　知子さん（93）
西区

最高齢者賞

　もともとゴル
フもしていて、グ
ラウンド・ゴル
フは10年前から
始めました。よく
遊ぶことが健康
の秘訣です。

　毎日歩いてい
ます。グラウン
ド・ゴルフをは
じめボウリング
や3B 体操を10
年以上長く続け
ています。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

第
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回
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と
っ
と
り
大
会
（
愛
称
：
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
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手
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万

人
が
参
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和
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日
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日
（
火
）の
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催
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。

　

こ
れ
に
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立
ち
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日

（
金
）、ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
の
ふ

く
ふ
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ホ
ー
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に
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て
、荒

瀬
副
市
長
を
お
迎
え
し
、福
岡

福
岡
市
選
手
団
　
～ 

多
く
の
種
目
で
大
活
躍 

～

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４

来年度来年度はは岐阜県岐阜県でで開催開催
第37回全国健康福祉祭ぎふ大会
（ねんりんピック岐阜2025）

福岡市老人クラブ連合会事務局内
全国健康福祉祭参加事業福岡市実行委員会事務局
電話  092-713-1340 ／ FAX  092-713-0157

お問合せ先

　来年度のねんりんピックは、岐
阜県にて「清流に　輝け　ひろが
れ　長寿の輪」をテーマに、令和
7年 10月１8日（土）～ 10月
21日（火）の日程で開催されます。
　期間中は、テニスやダンススポ
ーツなどのスポーツ交流大会と囲
碁、将棋などの文化交流大会、合
わせて31種目が行われます。
　文化交流大会のうち、俳句につ
いては、募集句があります。応募
要領は、後日、福岡市老連のホー
ムページにも掲載予定ですので、
奮ってご応募ください。
　「ねんりんピック」の参加募集は、
「全国健康福祉祭参加事業福岡市実
行委員会」で行っています。

市
選
手
団
の
結
団
式
を
行
い

ま
し
た
。式
で
は
、選
手
代
表

と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
の
佐
藤
敦

美
さ
ん
が
力
強
い
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、福
岡
市
選
手
団

の
森
山
忠
明
団
長
以
下
、総
勢

１
０
１
名
（
選
手
90
名
）が
、ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
卓
球
等

7
種
目
）、ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
等
6
種
目
）、文
化
交

流
大
会
（
囲
碁
等
3
種
目
）の

計
16
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
は
、鳥
取
県
立

布
勢
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、荒
天
の
た
め
、急
遽
、

鳥
取
県
民
体
育
館
に
変
更
と

な
り
、規
模
を
縮
小
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、ゴ

ル
フ
、囲
碁
、将
棋
の
4
種
目

に
は
、市
老
連
大
会
の
上
位
入

賞
者
が
参
加
し
ま
し
た
。ま

た
、境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

と
倉
吉
博
物
館
で
開
催
さ
れ

た
美
術
展
に
は
、昨
年
度
の
福

岡
市
高
齢
者
美
術
展
で
受
賞

さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
8
点

を
出
品
し
、写
真
の
部
で
松
山

明
子
さ
ん
が
銀
賞
、工
芸
の
部

で
髙
橋
幸
子
さ
ん
が
銅
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
交
流
大
会
に
お
い
て
は
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
準
優
勝
、

ま
た
ゴ
ル
フ
の
池
田
和
仁
さ

ん
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

久
原
正
喜
さ
ん
ら
が
、上
位
の

成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、テ
ニ
ス
の
安
部
恭
輔

さ
ん
（
85
歳
）、ボ
ウ
リ
ン
グ

の
筒
井
嘉
孝
さ
ん
（
81
歳
）、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
松

本
武
昭
さ
ん
（
82
歳
）、ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
の
村
田
悦
子
さ

ん
（
83
歳
）の
4
名
の
方
が
、

各
競
技
別
の
高
齢
者
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
は
、岐
阜
県
に
お
い
て
、「
清

流
に　

輝
け　

ひ
ろ
が
れ　

長
寿
の
輪
」を
テ
ー
マ
に
、令

和
7
年
10
月
18
日
（
土
）～
10

月
21
日
（
火
）の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

【卓球】【卓球】【ウォークラリー】【ウォークラリー】

開会式の様子開会式の様子

【ゴルフ】【ゴルフ】 【グラウンド・ゴルフ】【グラウンド・ゴルフ】

マスコットキャラクター／ミナモ
キラキラした川の水面（みなも）キラキラした川の水面（みなも）
に住む妖精で、水色は岐阜の清流に住む妖精で、水色は岐阜の清流
を、黄色は太陽とみんなの笑顔をを、黄色は太陽とみんなの笑顔を
イメージしています。イメージしています。

33 第第115115号号 ふくふくクラブ福岡ふくふくクラブ福岡 令和 7 年 1 月 1日発行令和 7 年 1 月 1日発行



私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　西に叶岳を臨み、早良
の平野部を流れる室見川
中流の西側に位置する橋
本。黒田藩三代藩主・光
之公御生誕の地でもあり、
橋本八幡宮は1482年か
らの鎮守の杜です。一方、
2005年には地下鉄七隈線

が開業。歴史と伝統を守りながら新しい街づくりが始まりました。
　私たち「健寿会」の会員は、小学生の登下校時の旗振りや子ども
会の集団回収の手伝いなどに積極的に参加しています。また、「壱
岐いき踊り隊」やグラウンドゴルフの愛好者も多くいます。
　これまでは、会員相互の親睦と融和を目的とする食事会が主な活
動でしたが、もっと活動の幅を広げ活動をアピールしていこうと、
校区シニアクラブに加入しました。
　加入後さっそく「シニアグラウンドゴルフ大会」に6人が参加
して他のクラブの方と交流しました。また、「壱岐いき踊り隊」は「西
区高齢者演芸大会」（7月18日開催）で第3位となり、8月26日
の「福岡市保健福祉大会」にも出場し、多くの方に知っていただく
ことができました。
　今後とも仲間としてよろしくお願い致します。

【
答
え
は
11
ペ
ー
ジ
】

両
王
手
の
筋
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。 ヒ

ン
ト

出
題
者

　小
宮

　信
行

持
駒 

：
金
、桂 （
５
手
詰
）

詰
将
棋
問
題

〔
黒
先
〕

黒
先
で
ど
う
な
り
ま
す
か
。

白
の
形
の
不
備
を
つ
く

3
手
目
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

詰
碁
問
題

1 2 3 4 5 6 7

七

八

九

出
題
者

　堀
内

　勉

十

十
一

十
二

4　3　2　1

玉
香馬角

金金

龍 銀 二

一

三
四

両
王
手
の
筋
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。 ヒ

ン
ト

出
題
者

　小
宮

　信
行

持
駒 

：
金
、桂 （
５
手
詰
）

詰
将
棋
問
題

〔
黒
先
〕

黒
先
で
ど
う
な
り
ま
す
か
。

白
の
形
の
不
備
を
つ
く

3
手
目
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

詰
碁
問
題

1 2 3 4 5 6 7

七

八

九

出
題
者

　堀
内

　勉

十

十
一

十
二

4　3　2　1

玉
香馬角

金金

龍 銀 二

一

三
四

ヒ
ン
ト

出
題
者

　小
宮

　信
行

持
駒 

：
金
、桂 （
５
手
詰
）

詰
将
棋
問
題

〔
黒
先
白
死
〕

2
ノ
六
の
黒
石
が
働
き
ま
す
。

踏
み
込
ん
だ
一
手
で
白
石
を

ト
ル
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詰
碁
問
題

1 2 3 4 5 6 7 8 9

七

八

出
題
者

　堀
内

　勉

5　4　3　2　1

玉
歩

金
金

龍
桂

と
二

一

三
四

五
六

ヒ
ン
ト

出
題
者

　小
宮

　信
行

持
駒 

：
金
、桂 （
５
手
詰
）

詰
将
棋
問
題

〔
黒
先
白
死
〕

2
ノ
六
の
黒
石
が
働
き
ま
す
。

踏
み
込
ん
だ
一
手
で
白
石
を

ト
ル
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詰
碁
問
題

1 2 3 4 5 6 7 8 9

七

八

出
題
者

　堀
内

　勉

5　4　3　2　1

玉
歩

金
金

龍
桂

と
二

一

三
四

五
六

角
に
活
躍
。
5
手
目

強
手
。

出
題
者
　
小
宮
　
信
行

持
ち
駒
：
角
（
7
手
詰
）

出
題
者
　
堀
内
　
勉

〔
黒
先
白
死
〕

2
ノ
六
の
黒
石
が
働
き
ま
す
。

踏
み
込
ん
だ
一
手
で
白
石
を

ト
ル
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
事
と
運
動
、

食
事
と
運
動
、

��
元
気
の
秘
訣
を
再
発
見

元
気
の
秘
訣
を
再
発
見

【
女
性
部
会
研
修
会
】

　

12
月
10
日
（
火
）、
福
岡
市
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
に

て
、
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女

性
部
会
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
行
友
会
長
が
ご

あ
い
さ
つ
さ
れ
、
日
頃
の
活
動
へ
の

感
謝
と
と
も
に
、「
女
性
部
会
の
皆

さ
ん
の
力
が
地
域
の
支
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
素
晴
ら

し
い
力
を
発
揮
し
、
地
域
を
よ
り
豊

か
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
温
か
い
言
葉
に
、
会
場
は
一
体

感
に
包
ま
れ
、
研
修
会
の
幕
が
開
け

ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で

は
、
株
式
会
社
明
治
の
管
理
栄
養
士

で
あ
る
中
上
結
惟
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、「
カ
ラ
ダ
は
食
べ
物
か
ら
で

き
て
い
る
〜
人
生
1
0
0
年
の
ヒ

ン
ト
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
の
重
要
性
や
フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
の
日
常
的
な
工
夫
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
さ
れ
、
健
康
を
保
つ

た
め
の
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
実
際
に
体
験

す
る
場
面
も
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
興
味
深
く
実
践
し
な
が
ら
学
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
手
話
ダ
ン
ス
や
ギ

タ
ー
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
歌
を
口

ず
さ
む
な
ど
、
会
場
は
賑
や
か
な
笑

顔
に
満
ち
溢
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
共
有
し
、
参
加
者
同
士
の

交
流
も
さ
ら
に
深
ま
っ
た
様
子
で
し

た
。

　

今
回
の
研
修
会
を
通
じ
て
得
た
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め

に
、
健
康
で
元
気
よ
く
活
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
研
修
会
は
盛

会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

基調講演の様子基調講演の様子

【開会のことば】【開会のことば】
女性部会部会長女性部会部会長
行友　ハルミ 氏行友　ハルミ 氏

【手話ダンス】【手話ダンス】

【いきいきクラブ体操】【いきいきクラブ体操】

【ギター演奏】【ギター演奏】

西区壱岐南校区　橋本健寿会　会長　椋梨　幸治

　新規に加入された 1 クラブをご紹介　新規に加入された 1 クラブをご紹介
します。します。
　クラブの「設立の動機」や「活動内容」　クラブの「設立の動機」や「活動内容」
などをお尋ねしました。などをお尋ねしました。

加入クラブ加入クラブ
紹 介紹 介

新新
規規
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　　

88
月月
2626
日
（
月
）、
福

日
（
月
）、
福

岡
市
民
会
館
に
お
い
て
、

岡
市
民
会
館
に
お
い
て
、

福
岡
市
・
福
岡
市
老
人

福
岡
市
・
福
岡
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
、

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
、

福
岡
市
社
会
福
祉
協
議

福
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
共
催
で
「
第

会
共
催
で
「
第
6262
回
福
回
福

岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉

岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

本
大
会
は
、
多
年
に

　

本
大
会
は
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
の
発
展
に

わ
た
り
社
会
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
て
き
た
高
齢

尽
く
さ
れ
て
き
た
高
齢

者
の
方
々
を
祝
福
し
、

者
の
方
々
を
祝
福
し
、

市
民
の
高
齢
者
保
健
福

市
民
の
高
齢
者
保
健
福

祉
に
対
す
る
理
解
を
よ

祉
に
対
す
る
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
る
た
め
開

り
一
層
深
め
る
た
め
開

催
し
て
い
ま
す
。

催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
の
式
典
で
は
、

　

第
１
部
の
式
典
で
は
、

国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ

国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
、
大
会
名
誉
会

の
黙
祷
、
大
会
名
誉
会

長
の
高
島
市
長
、
森
山

長
の
高
島
市
長
、
森
山

市
老
連
会
長
の
あ
い
さ

市
老
連
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
百
歳
を
迎
え

つ
の
後
、
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
方
を
代
表
し
て
、

ら
れ
た
方
を
代
表
し
て
、

西
区
の
山
本
松
美
さ
ん

西
区
の
山
本
松
美
さ
ん

と
城
南
区
の
宇
木
正
親

と
城
南
区
の
宇
木
正
親

さ
ん
へ
、
高
島
市
長
と

さ
ん
へ
、
高
島
市
長
と

藤
田
市
社
協
常
務
理
事

藤
田
市
社
協
常
務
理
事

か
ら
お
祝
い
状
と
花
束

か
ら
お
祝
い
状
と
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
老
連
会

　

続
い
て
、
市
老
連
会

長
か
ら
会
員
増
強
で
成

長
か
ら
会
員
増
強
で
成

第
62
回
福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
大
会

福
岡
市
に
元
気
を
！

福
岡
市
に
元
気
を
！

会
員
の
活
躍
が
光
る

会
員
の
活
躍
が
光
る

百歳表彰代表者百歳表彰代表者

果
を
上
げ
た

果
を
上
げ
た
3535
団
体
に

団
体
に

「
会
員
増
強
運
動
」
の
表

「
会
員
増
強
運
動
」
の
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

第

　

第
22
部
の
「
高
齢
者

部
の
「
高
齢
者

演
芸
発
表
会
」
で
は
、

演
芸
発
表
会
」
で
は
、

77
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た

区
か
ら
選
抜
さ
れ
た

老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ
2020
団
体
と

団
体
と

福
岡
１
０
０
プ
ラ
ザ
（
老

福
岡
１
０
０
プ
ラ
ザ
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
22

園
の
計

園
の
計
2222
団
体
が
出
演

団
体
が
出
演

し
、
踊
り
や
歌
唱
、
劇

し
、
踊
り
や
歌
唱
、
劇

な
ど
が
次
々
と
披
露
さ

な
ど
が
次
々
と
披
露
さ

れ
、
来
場
者
に
笑
い
や

れ
、
来
場
者
に
笑
い
や

感
動
を
与
え
る
素
晴
ら

感
動
を
与
え
る
素
晴
ら

し
い
舞
台
と
な
り
ま
し

し
い
舞
台
と
な
り
ま
し

た
。
た
。

城南区城南区

東　区東　区

博多区博多区

南　区南　区

中央区中央区

早良区早良区

西　区西　区

舞鶴園舞鶴園 若久園若久園
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

材料と分量（茶碗約８杯分）

高齢者向け
レシピ

ふだんのご飯にちょい足しで、たんぱく質が2倍に♪ふだんのご飯にちょい足しで、たんぱく質が2倍に♪

炊飯器で簡単　黒豆ご飯炊飯器で簡単　黒豆ご飯

【1人分の栄養価】
エネルギー 243kcal、たんぱく質 8g、脂
質 3g、炭水化物 48g、食塩相当量 0g

①�乾燥黒豆は、サッと水洗いし、
ボウルに入れる。

②�熱湯 3 カップを加えてラップ
をかけ、2時間ほどおく。

③�炊飯釜に、といだ米と、2 の
戻し汁だけを入れて、通常よ
り多めに水加減したら、黒豆
をのせて通常炊飯する。

作り方

乾燥黒豆　1合(115g）
米　3合(450g)　

　

黒
豆
は
、
お
せ
ち
料
理
の
甘
煮

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

家
庭
で
料
理
す
る
時
は
、
水
戻
し

に
一
晩
か
か
り
、
茹
で
こ
ぼ
し
や

長
時
間
の
煮
込
み
な
ど
、
手
間
が

か
か
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
レ
シ
ピ
は
、
一
晩
か
け
て
水

戻
し
し
た
り
、
茹
で
こ
ぼ
し
た
り

す
る
手
間
が
な
い
の
で
、
簡
単
で

す
。
ま
た
黒
豆
は
水
戻
し
す
る
よ

り
、
熱
湯
で
戻
す
方
が
、
戻
し
汁

に
色
が
出
て
、
ご
飯
の
色
が
鮮
や

か
に
炊
き
上
が
り
ま
す
。

　

大
豆
の
仲
間
で
あ
る
黒
豆
は
、

筋
肉
の
元
と
な
る
「
た
ん
ぱ
く
質
」

が
豊
富
。
黒
豆
を
精
白
米
に
混
ぜ

て
炊
く
と
、
精
白
米
の
み
で
炊
く

ご
飯
に
比
べ
て
、
た
ん
ぱ
く
質
が

2
倍
に
増
え
ま
す
。

　

噛
み
応
え
も
あ
る
の
で
、
よ
く

噛
ん
で
食
べ
る
と
満
足
感
が
出

る
ほ
か
、
脳
へ
の
血
流
が
促
進
さ

れ
、
認
知
機
能
の
維
持
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　

黒
豆
の
皮
の
黒
や
赤
紫
の
色

は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
の

「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」
と
い
う
色

素
で
す
。
こ
の
色
素
は
、
活
性
酸

素
の
発
生
や
そ
の
働
き
を
抑
え
、

活
性
酸
素
そ
の
も
の
を
取
り
除

く
、
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

黒
豆
を
茹
で
る
時
に
、
渋
味
や

苦
味
、
く
す
み
の
原
因
と
な
る
ア

ク
を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

黒
豆
の
ア
ク
の
成
分
は
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
た

め
、
黒
豆
ご
飯
の
炊
飯
中
に
、
ア

ク
抜
き
を
し
な
く
て
も
特
に
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固定電話にかかってくる
不審電話に注意！注意！

事　例
　自宅の固定電話に国の機関を名乗り、自動音声
で「2時間後にこの電話が使えなくなります。オ
ペレーターに確認したい方は 1を押してくださ
い。」という電話がかかってきた。アナウンスに従
い操作したところ、オペレーターから「あなたの
スマートフォンから大量の迷惑メールが送られて
おり、多数の被害者が出ている。あなたが加害者
になっている。」と言われ、調査をするため、ス
マートフォンの番号などの個人情報を聞かれた。

　実在する機関や企業名を名
乗って、生年月日や携帯電話
番号、家族構成などの個人情
報を聞き出し、お金をだまし
取ろうとする不審な電話が増
えており、関係機関において
も注意を呼び掛けています。
●「電話が使えなくなる」と
いう言葉に慌てず、すぐに電
話を切りましょう。
●実在する機関や企業からの

アド バ イス 電話であっても、疑問を感じた
ら、その機関や企業の本来の連
絡先をご自身で調べて問い合わ
せてください。
●不審な電話にはくれぐれも注
意し、不安な
場合は、消費
生活センター
や警察に相談
しましょう。

福岡市消費生活センター相談コーナー ☎092-781-0999（相談専用電話）
【受付時間】月曜日〜金曜日（祝休日を除く）9時〜17時　土曜日（祝日を除く）10時〜16時（電話相談のみ）
※祝日、年末年始（12/29〜1/3）はお休みします。　※来所による相談は事前に予約が必要です。 福岡市消費生活 検 索 ➡➡インターネット

消費生活相談
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

区の区の七七
投稿投稿

特集

　
「
老
人
」…
英
訳
す
る
と
オ
ー

ル
ド
パ
ー
ソ
ン
!?　

欧
米
で

も
長
寿
化
が
進
み
、“
ご
褒
美
の

人
生
”を
楽
し
む
気
風
か
ら
か

“
古
い
人
”や
“
老
い
た
人
”を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
葉
よ
り
も

“
エ
ル
ダ
リ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
年

配
者
）”の
方
が
歳
は
取
っ
て
い

て
も
老
い
ぼ
れ
て
は
い
な
い
と

の
主
旨
か
ら
か
歓
迎
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

街
道
歩
き
の
原
点
は
22
歳
晩

秋
の
木
曽
路
（
J
R
落
合
川
か

ら
、馬
籠
、妻
籠
、木
曽
福
島
ま

で
の
約
50
㎞
）に
始
ま
る
。歩
く

き
っ
か
け
は
、学
校
で
習
っ
た
島

崎
藤
村
の
夜
明
け
前
の
小
説
の

序
文
に
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山

の
中
で
あ
る
」と
あ
り
、又
若
菜
集

（
詩
集
）の
初
恋
の
一
文
に
「
ま
だ

あ
げ
初
め
し
前
髪
の
林
檎
の
も

と
に
見
え
し
と
き
前
に
さ
し
た

る
花
櫛
の
花
あ
る
君
と
思
ひ
け

り
」の
文
言
が
心
に
強
く
残
っ
て

い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

時
は
経
ち
、定
年
を
前
に
特
別

休
暇
を
い
か
に
過
ご
す
か
悩
ん

で
い
た
。そ
の
時
、た
ま
た
ま
テ
レ

ビ
の
旅
番
組
を
見
て
い
た
ら
、タ

レ
ン
ト
が
街
道
歩
き
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
。

　

私
は
心
に
決
め
た
。東
海
道

　

私
た
ち
の
第
一
豊
寿
会（
32
名
）

が
毎
月
定
例
で
行
っ
て
い
る
活
動

に
、資
源
回
収
が
あ
り
ま
す
。資
源

回
収
活
動
は
平
成
17
年
5
月
か
ら

5
人
で
始
め
ま
し
た
が
、今
で
は

15
人
位
が
第
二
火
曜
日
8
時
頃
か

ら
集
積
場
所
に
集
ま
り
活
動
し
て

い
ま
す
。町
内
各
戸
に
は
年
度
初

め
に
町
内
会
を
通
じ
て
毎
月
の
回

収
日
を
案
内
し
、年
度
末
に
は
そ

の
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
す
る
資
源
物
は
、古
紙
類

（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
）、ア
ル

ミ
缶
、一
升
瓶
、布
類
で
す
。

　

活
動
は
、会
員
の
協
力

車
（
5
台
）が
各
戸
玄
関

前
に
置
か
れ
た
資
源
物

を
回
収
し
て
回
り
、集
積

場
所
で
は
待
ち
受
け
た

会
員
が
荷
下
ろ
し
と
業

者
の
回
収
車
へ
積
み
込

む
作
業
を
行
い
ま
す
。

ん
か
ら
、龍
馬
会
の
事
務
所
へ
挨

拶
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
の

で
立
ち
寄
っ
た
。そ
の
時
、韮
ヶ
峠

（
愛
媛
県
境
）に
ゴ
ー
ル
し
た
ら
電

話
し
な
さ
い
と
、車
で
迎
え
に
行

く
と
い
う
で
は
な
い
か
。無
事
脱

藩
し
峠
に
立
ち
電
話
を
し
た
ら
、

脱
藩
の
証
明
書
を
持
参
し
て
頂

い
た
。と
て
も
感
動
し
証
明
書
を

持
ち
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。そ
の

後
、カ
ル
ス
ト
台
地
も
案
内
し
て

頂
き
、梼
原
の
龍
馬
会
事
務
所
に

向
か
っ
た
。到
着
後
、2
階
は
寝
具

の
備
え
も
あ
り
無
料
で
宿
泊
で

き
た
。夕
食
は
居
酒
屋
で
龍
馬
会

の
メ
ン
バ
ー
と
時
間
も
忘
れ
酒

を
楽
し
ん
だ
。も
う
最
高
の
夜
で

し
た
。帰
福
後
、感
謝
の
気
持
ち
を

贈
っ
た
。

③
西
国
街
道
（
京
都
か
ら
下
関
、

約
6
0
0
㎞
）、岡
山
県
真
備
町
付

近
を
歩
い
た
時
の
感
動
の
出
会

い
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

野
良
仕
事
を
し
て
い
る
方
か

ら
お
ー
い
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

私
の
ザ
ッ
ク
姿
が
視
界
に
入
っ

た
よ
う
だ
。こ
こ
か
ら
、矢
掛
宿
ま

で
の
時
間
を
尋
ね
た
ら
約
1
時

間
半
と
言
う
。本
人
か
ら
、矢
掛
宿

の
宿
を
紹
介
し
た
と
い
う
で
は

な
い
か
。丁
度
出
発
の
数
日
前
、真

備
町
支
所
に
宿
が
見
つ
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
電
話
し
た
。こ
の

時
の
電
話
対
応
を
し
た
の
が
私

で
す
と
言
っ
た
の
で
、び
っ
く
り

仰
天
、広
い
世
の
中
で
こ
ん
な
偶

然
も
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。数

年
後
、真
備
町
は
大
雨
で
川
が
氾

濫
し
大
水
害
で
自
宅
は
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。そ
の
時
、N
H
K

の
放
映
を
観
て
い
た
ら
本
人
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
う
け
て
い
た

の
で
、少
し
ば
か
り
の
お
見
舞
金

を
書
留
で
送
っ
た
。

④
薩
摩
街
道
（
筑
前
山
家
か
ら

南 区
街道歩きで街道歩きで
思い出に残る人思い出に残る人
寺塚 2 丁目 2 区シニアクラブ会寺塚 2 丁目 2 区シニアクラブ会
� 会長　石嶋　浩� 会長　石嶋　浩

心
豊
か
な
シ
ニ
ア

心
豊
か
な
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
へ
の
一
考

ラ
イ
フ
へ
の
一
考

当
仁
校
区

当
仁
校
区

��

第
五
仁
寿
会
　
伴
　
圭
介

第
五
仁
寿
会
　
伴
　
圭
介

央
中

区

　

日
本
で
も
第
二
の
人
生
を
謳

歌
す
る
お
元
気
な
ご
老
人
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
“
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
（
活
動
的
年
配
者
）”と

い
う
言
葉
も
カ
タ
カ
ナ
語
な
が

ら
も
使
わ
れ
始
め
る
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

米
国
で
「
健
康
に
長
生

き
す
る
人
」の
研
究
と
し
て

７
０
０
０
人
を
対
象
に
9
年
間

追
跡
調
査
し
た
結
果
、タ
バ
コ

や
お
酒
は
長
寿
に
与
え
る
影
響

は
無
関
係
で
は
な
い
に
し
ろ
、

特
に
大
き
な
問
題
で
は
な
く
、

又
、社
会
的
地
位
や
経
済
力
の

差
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、“
友

人
と
過
ご
す
楽
し
い
時
間
”が

ス
ト
レ
ス
を
大
幅
に
緩
和
し
、

免
疫
力
を
高
め
る
事
か
ら
病
気

に
な
り
に
く
い
体
質
に
し
、健

康
で
長
生
き
す
る
事
に
繋
が
っ

て
い
た
と
の
事
で
す
。

　

又
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が「
幸

せ
な
人
生
」に
つ
い
て
85
年
間

研
究
し
た
結
果
、金
・
富
・
健
康

よ
り
も
“
同
じ
志
を
持
つ
仲
間

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地
域
社

会
・
共
同
体
）”で
互
い
に
頼
り
、

頼
ら
れ
生
き
、「
良
い
人
間
関

係
」を
築
い
て
い
る
等
、社
会
と

関
わ
り
共
生
し
て
い
る
事
だ
っ

た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
お
い
て
も
都
道

府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の

N
o
.
１
が
近
年
で
は
宮
崎

（
２
０
１
９
～
２
０
２
０
）、沖

毎
月
の
資
源
回
収
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

毎
月
の
資
源
回
収
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

愛
宕
校
区
　
第
一
豊
寿
会

愛
宕
校
区
　
第
一
豊
寿
会

��

　
会
長
　
田
中
　
正
彦

　
会
長
　
田
中
　
正
彦

西 区

東 区
私
を
育
て
て
く
れ
た
校
区
の
先
輩

私
を
育
て
て
く
れ
た
校
区
の
先
輩

　
―
終
活
よ
り
老
活

　
―
終
活
よ
り
老
活
!!!!
――

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
勇

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
勇

　

私
は
、60

歳
の
定
年

ま
で
職
場

が
全
て
で
、

香
椎
に
お

け
る
二
人

の
子
育
て
、

P
T
A
、
管

理
組
合
、自

治
会
の
役
員
そ
れ
ら
の
す
べ
て

は
妻
の
担
当
で
し
た
。

　

定
年
後
の
あ
る
日
、夏
祭
り
の

手
伝
い
で
何
を
し
て
い
い
の
か

分
か
ら
ず
、ぼ
ー
と
し
て
い
る
と

「
そ
こ
の
若
い
の
手
伝
っ
て
く

れ
!
」。

　

関
係
な
い
と
無
視
し
て
い
る

と
、「
お
前
だ
よ
!
」。そ
れ
ま
で
指

示
は
し
て
も
、さ
れ
た
こ
と
の
な

い
私
は
大
い
に
面
喰
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、校
区
社
協
の
役
員
、

民
生
委
員
、自
治
会
長
と
経
験
を

積
む
ご
と
に
校
区
に
お
け
る
自

分
の
若
さ
を
痛
感
す
る
人
々
と

出
会
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

で
は
96
歳
の
先
輩
が
短
歌
を
詠

み
、ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
香
椎
駅

前
で
は
、94
歳
の
先
生
と
91
歳
の

奥
様
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら

コ
ー
ラ
ス
の
指
導
。朗
読
劇
で
は

90
歳
の
ナ
レ
ー
タ
ー
が
先
導
し
、

91
歳
の
旧
国
鉄
職
員
が
パ
ソ
コ

ン
を
駆
使
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
像
を
投
影
し
て
い
ま
す
。80
代

の
先
輩
達
が
中
村
哲
医
師
や
福

岡
大
空
襲
に
お
け
る
子
を
守
る

母
親
を
演
じ
て
感
動
を
与
え
て

い
る
現
実
を
目
に
し
て
72
歳
の

私
は
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
の
皆
様
方
出
来
の
悪
い
後

輩
で
す
が
、ど
う
ぞ
ご
指
導
く
だ

さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
一
連
の
作
業
の
合
間
に
は

世
間
話
や
い
ろ
い
ろ
な
話
が
弾

み
、ま
た
荷
受
け
、積
み
込
み
作
業

時
の
体
の
動
き
は
軽
い
運
動
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
で
は

回
収
物
に
対
し
て
市
の
報
奨
金
が

得
ら
れ
、こ
の
報
奨
金
は
作
業
時

の
お
茶
代
や
慰
労
納
涼
会
の
食
事

代
と
な
り
、ま
た
会
の
活
動
資
金

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
年
々
、新
聞
紙
の
量
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、協
力
会

員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る

こ
と
が
問
題
で
す
が
、こ
の
活
動

は
日
頃
の
運
動
不
足
の

解
消
や
情
報
交
換
の
場

と
し
て
大
変
役
立
っ
て

い
ま
す
。こ
の
良
さ
を
他

の
会
員
に
も
広
げ
て
、こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

縄
（
２
０
２
１
～
２
０
２
４
）

と
な
っ
て
い
る
要
因
に
も
自
然

の
豊
か
さ
の
他
、人
間
関
係
の

良
さ
や
地
域
で
の
相
互
扶
助
や

楽
天
的
な
生
き
方
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
言
葉
に
「
ナ
ン
ク
ル

ナ
イ
サ
ー
（
何
と
か
な
る
さ
）」

の
前
言
葉
に
「
マ
ク
ト
ゥ
ソ
ー

ケ
ー
（
真
に
正
し
い
行
い
を

す
れ
ば
…
）」が
有
る
事
を
忘
れ

ず
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
楽
し

く
心
豊
か
な
人
生
を
送
り
た
い

も
の
で
す
ね
！
（
P
S
．こ
れ

は
当
選
を
裏
金
等
に
頼
る
最
近

の
代
議
士
さ
ん
に
こ
そ
、本
当

は
知
っ
て
貰
い
た
い
言
葉
で
も

あ
り
ま
す
よ
ね
！
）
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

の
楽
し
さ

の
楽
し
さ

堅
粕
校
区
　
比
恵
ク
ラ
ブ

堅
粕
校
区
　
比
恵
ク
ラ
ブ

��

体
育
部
長
　
菊
池
　
得
雄

体
育
部
長
　
菊
池
　
得
雄

博
多
区

早
良
区

脇
山
校
区
　
活
動
報
告

脇
山
校
区
　
活
動
報
告

脇
山
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

脇
山
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長
　
馬
男
木
　
敏
晴

会
長
　
馬
男
木
　
敏
晴

　

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と
な
り
三

年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
会
長
か
ら
の
声
掛
け
が
あ

り
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。初
年
度
は
何
も
分
か
ら
ず

言
わ
れ
る
ま
ま
に
案
件
を
こ
な

し
？
二
年
度
は
「
あ
！
そ
ん
な

こ
と
し
た
っ
け
！
」の
連
続
、三

年
目
の
今
年
は
少
し
余
裕
が
出

て
き
た
？
感
じ
が
し
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
会
長
の

仕
事
は
こ
ん
な
に
多
い
ん
だ
…

と
思
っ
て
い
ま
す
。会
員
増
強
、

公
園
清
掃
、会
員
の
見
守
り
、第

　

博
高
連
及
び
福
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。堅
粕
校

区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好

者
の
紹
介
で
す
。

　

堅
粕
校
区
は
御
笠
川
が
側
を
流

れ
、近
く
に
は
中
比
恵
公
園
、山
王

公
園
と
大
き
な
公
園
が
有
り
と
て

も
環
境
が
良
い
所
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

当
会
は
博
多
駅
東
老
人
会
と
比

恵
老
人
会
の
援
助
を
受

け
健
康
と
親
睦
を
兼
ね

約
10
年
前
く
ら
い
に
活

動
を
始
め
ま
し
た
。現
在

は
半
分
程
入
れ
替
わ
り

が
有
り
ま
し
た
が
10
名

前
後
と
他
校
区
と
比
べ

　

早
良
区
で
は
、早
良
区
の
約
三

分
の
一
を
占
め
、人
口
二
一
三
八

人
の
脇
山
校
区
の
紹
介
で
す
。面

積
の
九
割
を
占
め
る
山
・
森
林
と

美
し
い
田
ん
ぼ
・
畑
の
中
で
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
、老
若
男
女
と
も

五
十
三
次
（
日
本
橋
か
ら
京
都

三
条
大
橋
、約
5
0
0
㎞
）を
歩
く

べ
く
、航
空
券
を
予
約
し
福
岡
か

ら
羽
田
へ
飛
ん
だ
。ス
タ
ー
ト
は

日
本
橋
（
国
道
の
起
点
）よ
り
西

に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

　

今
年
4
月
に
は
京
都
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
（
約
90
㎞
）を
踏
破
し
、

累
計
2
8
1
5
㎞
に
達
し
た
。こ

の
間
に
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、

特
に
思
い
出
に
残
る
人
に
つ
い

て
記
述
す
る
。

①
東
海
道
五
十
三
次
、西
に
向

か
っ
て
い
る
途
中
、極
め
て
偶
然

と
い
え
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　

戸
塚
宿
付
近
で
先
方
に
元
同

僚
に
似
て
い
る
な
と
感
じ
た
人

を
発
見
す
る
。次
第
に
近
づ
く
と

ま
さ
に
元
同
僚
で
あ
っ
た
。20
数

年
ぶ
り
の
邂
逅
。こ
の
付
近
に
事

務
所
を
持
ち
、現
在
は
著
述
業
と

い
う
。早
速
、事
務
所
に
お
邪
魔
し

て
し
ば
し
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。元
職
場
の
同
僚
の
中
で
年

も
同
じ
で
気
も
合
い
小
料
理
屋

に
よ
く
通
っ
た
仲
だ
っ
た
。

②
龍
馬
脱
藩
の
道
（
生
家
か
ら

韮
ヶ
峠
、1
1
5
㎞
）で
の
貴
重

な
体
験
に
つ
い
て
述
べ
る
。梼
原

（
ゆ
す
は
ら
）の
龍
馬
会
の
人
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。そ
の

日
は
宿
泊
し
た
民
宿
の
女
将
さ

鹿
児
島
中
央
公
園
3
2
0
㎞
）を

計
画
中
、津
奈
木
の
民
宿
の
ご
主

人
か
ら
芦
北
町
の
薩
摩
街
道
を

守
る
会
を
紹
介
し
て
頂
い
た
。5

月
の
連
休
中
の
さ
な
か
、見
ず
知

ら
ず
の
小
生
を
道
案
内
し
て
頂

い
た
感
謝
の
旅
に
つ
い
て
述
べ

る
。当
日
、薩
摩
街
道
を
守
る
会
の

会
長
含
め
数
人
の
方
と
J
R
芦

北
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、三
太
郎
峠

（
赤
松
太
郎
峠
、佐
敷
太
郎
峠
及
び

津
奈
木
太
郎
峠
）の
案
内
を
し
て

頂
い
た
。こ
の
峠
越
え
は
、単
独
行

で
は
遭
難
の
心
配
も
あ
る
と
い

う
。こ
こ
を
歩
く
人
が
少
な
く
踏

み
跡
は
雑
草
で
覆
わ
れ
て
い
る

為
、先
鋒
の
方
は
鎌
で
行
く
手
を

払
い
な
が
ら
峠
を
よ
う
や
く
越

え
た
。会
長
に
謝
礼
金
を
お
渡
し

す
る
も
、中
々
受
け
取
ら
れ
ず
苦

労
し
た
思
い
出
が
あ
る
。感
謝
以

外
に
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　

人
生
は
旅
人
な
り
、締
め
く
く

り
に
私
の
思
い
を
述
べ
た
い
。

「
旅
は
命
の
洗
濯
で
あ
り
、日
常
か

ら
非
日
常
へ
未
知
な
る
土
地
に

分
け
入
る
行
為
。知
ら
な
い
町
の

歴
史
、文
化
に
も
触
れ
る
な
ど
し

て
、そ
こ
で
獲
れ
た
地
魚
、山
菜
等

の
郷
土
料
理
を
頂
き
な
が
ら
地

酒
を
傾
け
る
の
も
一
興
で
あ
る
。

ま
た
語
り
合
う
出
会
い
を
求
め

ら
れ
た
ら
最
高
で
あ
る
」

ラ
」と
い
い
ま
す
。ハ
ー
ト
の
形
を

し
た
葉
っ
ぱ
で
あ
ん
こ
の
入
っ
た

餅
を
は
さ
み
、蒸
し
て
作
り
ま
す
。

片
言
の
日
本
語
で
会
話
を
し
な
が

ら
、楽
し
く
作
業
す
る
こ
と
で
、同

じ
地
域
に
住
む
隣
人
と
し
て
の
交

流
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を

飛
ば
そ
う
」の
活
動
は
小
学
生
が

主
役
で
す
。保
護
者
や
自
治
協
や

我
々
は
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

作
業
で
き
る
よ
う
見
守
る
役
な
の

で
す
が
、つ
い
つ
い
手
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
（
笑
）。出
来
上
が
っ

た
ロ
ケ
ッ
ト
を
広
場
で
打
ち
上
げ

ま
し
た
が
、空
高
く
飛
び
上
が
っ

た
ロ
ケ
ッ
ト
に
子
ど
も
も
大
人
も

思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
行
事
は
あ

ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ

れ
か
ら
も
地
域
の
団
体
と
交
流
す

る
こ
と
で
、連
携
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

城
南
区

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
は

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
は

こ
ん
な
こ
と
を
…

こ
ん
な
こ
と
を
…

鳥
飼
校
区
　
第
二
五
葉
会

鳥
飼
校
区
　
第
二
五
葉
会

��

会
長
　
五
反
田
　
美
子

会
長
　
五
反
田
　
美
子

　

見
守
り
支
援
と

言
っ
て
も
会
員
か
ら

直
接
相
談
が
あ
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、マ
ン

シ
ョ
ン
の
ド
ア
一
枚

が
遠
く
ど
こ
ま
で
介

入
し
て
良
い
も
の
か

思
案
し
て
い
ま
す
。マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
さ
ん
に
も

「
最
近
お
見
か
け
し
な
い
方
が
あ

れ
ば
連
絡
し
て
欲
し
い
」と
お
願

い
し
て
い
ま
す
。お
会
い
す
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、最
近
の
体
調
、歩

行
、ス
ム
ー
ズ
に
会
話
が
で
き
て

い
る
か
？
等
の
確
認
を
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、お
元
気
そ
う
に
見

え
て
も
殆
ど
の
方
が
病
院
や
医

院
に
複
数
通
院
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。救
急
車
の
搬
送
も

以
前
よ
り
多
く
な
っ
た
よ
う
に

て
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
会
で
す
。

　

そ
れ
で
も
や
る
気
満
々
で
今
年

の
猛
暑
の
夏
も
休
み
無
く
乗
り
切

り
ま
し
た
。桜
と
ケ
ヤ
キ
の
林
に

囲
ま
れ
た
比
恵
公
園
（
通
称
三
角

公
園
）で
水
・
金
曜
日
が
練
習
日

で
す
。会
費
も
無
く
従
っ
て
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
も
あ
り
ま
せ
ん
。

又
ち
ょ
っ
と
し
た
違
反
に
は
目
を

つ
む
り
皆
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ー
を
楽
し
む
の
が
当
会
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。小
さ
な
公
園
な
の
で

ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
が
取
れ
な
い
の
が

少
し
残
念
で
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
活
動
は
博
高
連
・

好
友
会
の
月
例
会
へ
の
参
加
だ
け

で
す
が
人
生
１
０
０
年
時
代
健
康

維
持
を
第
一
の
目
標
に

し
て
何
時
の
日
か
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
に
一
人
で

も
出
場
す
る
人
が
出
る

事
を
願
っ
て
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

二
五
葉
会
の
定
例
会

開
催
、イ
ベ
ン
ト
企

画
や
開
催
チ
ラ
シ
作

成
、敬
老
会
の
開
催

等
e
t
c
．
そ
れ
ぞ

れ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

伴
う
準
備
が
あ
り
ま

す
！
校
区
の
連
合
会

の
仕
事
も
加
わ
り
ま
す
の
で
更

に
大
変
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
鳥
飼
校
区
で
一

番
会
員
数
が
多
く
、殆
ど
の
会
員

が
一
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住

す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。そ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
も
築
半
世
紀
を
超
え
、当

時
若
く
し
て
入
居
さ
れ
た
会
員

も
高
齢
に
な
ら
れ
80
歳
以
上
の

方
が
会
員
の
8
割
を
占
め
、独
居

の
方
も
3
割
近
く
、見
守
り
支
援

の
必
要
な
方
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

思
い
ま
す
。搬
送
先
を
伺
お
う
に

も
「
個
人
情
報
保
護
法
」と
や
ら

で
正
確
な
情
報
も
得
ら
れ
な
い

現
状
で
す
。

　

私
も
一
応
元
気
で
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
後
期
高
齢
者
、ア
チ
コ

チ
と
ガ
タ
が
出
て
き
ま
し
た
。そ

ろ
そ
ろ
後
任
の
方
に
お
声
掛
け

し
て
い
る
の
で
す
が
良
い
返
事

は
頂
け
ま
せ
ん
。

　

第
二
五
葉
会
は
設
立
し
て
18

年
に
な
り
ま
す
。一
時
解
散
？
を

考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

初
代
か
ら
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

会
長
さ
ん
、役
員
さ
ん
の
こ
と
を

考
え
る
と
そ
う
は
簡
単
に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
。ま
た
、他
の
単
位

ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
方
は
黙
々

と
課
題
を
こ
な
さ
れ
て
い
る
の

を
見
て
私
も
あ
と
少
し
ガ
ン
バ

ロ
ウ
と
過
ご
す
こ
の
頃
で
す
。

に
地
域
活
動
を
展
開
し
て
い
る
様

子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

背
振
山
系
の
ふ
も
と
で
あ
る
緑

豊
か
な
脇
山
。こ
の
地

で
、わ
が
老
人
ク
ラ
ブ

は
6
単
位
ク
ラ
ブ
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

校
区
連
が
主
催
す
る

主
な
活
動
は
、総
会
と

年
2
回
の
体
育
大
会
・

地
域
の
清
掃
活
動
で

す
。ま
た
、地
域
の
他
団
体
と
連
携

し
て
多
く
の
行
事
に
参
加
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、参
加
し
た
行
事
の

中
か
ら
、オ
イ
ス
カ
で
の
「
が

め
の
葉
餅
づ
く
り
」と
自
治
協

議
会
の
組
織
の
ひ
と
つ
で
あ
る

育
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
し

た
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

を
作
っ
て
飛
ば
そ
う
」の
行
事
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
報
告
し
ま

す
。

　

オ
イ
ス
カ
と
は
主
に
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
農
村
開
発
や
環
境

保
全
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で

す
。脇
山
に
も
研
修
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、海
外
の
研
修
生

が
来
て
い
ま
す
。そ
の

研
修
生
と
一
緒
に
、脇

山
の
郷
土
料
理
で
あ
る

「
が
め
の
葉
餅
」を
作
り

ま
し
た
。「
が
め
」と
は
脇

山
で
使
う
名
称
で
正
し

く
は
「
サ
ル
ト
リ
イ
バ
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＜全老連会長表彰＞
　全老連では、市老連役員として功績が特に顕
著な方、また、老人クラブ及び老人クラブ連合
会でその活動が優秀で他の範となるクラブ・連
合会を表彰しています。令和６年度は、次の方々
及びクラブ、連合会が表彰されました。

【育成功労表彰】（敬称略）
戸高　輝美（市老連理事・城南区シニアクラブ連合会会長）
藤原　俊廣（市老連理事・東区ねんりんクラブ連合会会長）

【女性リーダー育成功労表彰】
長　ハル（市老連理事・市老連女性部会副部会長）

【優良老人クラブ表彰】
◆西新校区第四白寿会（早良区）
　昨年度 43 人の会員から、今年度現在（R6.7）64 名の

会員増強となった。また、小学校校区内の４クラブが一体
となって、校区・クラブの行事を大らかにかつ緻密に展開
しており、また役員が一人ひとりの住民に気軽に声掛けを
行っている。その中でいろいろな経験を持った方の支援を
受けるなど、多くの人が楽しいクラブと参加することがで

きている。

【優良郡市区町村老人クラブ連合会表彰】
◆七隈校区シニアクラブ連合会（城南区）
　当連合会における活動の基本は、自主性を高めていくた
めに、各単位クラブでの計画、実施を基本としている。
　主な行事として、年一回のソフトダーツ大会（各単位ク
ラブより５名の代表選手で総勢 60 名参加）や週５回実施
しているグラウンド・ゴルフには、毎回 40 名ほどの参加
者でいろんな賞を設け楽しみながら毎回プレーしている。
また、年一回実施している、大人気のカラオケ大会には、
各単位クラブの選抜者 30 名が、ステージで持ち歌を披露
し、見学者や応援者を含め、総勢約 110 名が参加している。

第
53
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

【仲間づくり活動】
博多区　東光校区　東光なかよしクラブ
　高齢者に人気のカラオケ教室は、11 年間にわたり開催され、仲間づくり
の場として大きな役割を果たしています。高額な機器については中古品を
リースするなどの創意工夫により安価に利用できる環境を整え、参加者の
増加にもつながりました。開始当初と比べて参加者数は 3倍に増え、地域
の交流を深める場として定着しています。また、町内会や地域団体からの
要望があれば機器を貸し出すなど、地域の融和にも貢献しています。

【仲間づくり活動】
早良区　西新校区　シニアクラブ西新白寿会連合会
　組織的に目標を持ち、役員が会員増強に向けて意識を高めて取り組んで
います。地域の諸団体と連携し、協力を得ながら加入促進に向けて様々な
工夫を施し、その結果として会員数の大幅な増加を実現しています。

【ボランティア活動】
早良区　有田校区　シニアクラブ福寿会
　平成 17 年から 19 年間にわたり、福岡市の公園愛護会のメンバーとして
活動しており、毎月第 4日曜日と毎週 2回（グラウンド・ゴルフ練習後）
に約 15名の参加者と共に、草刈り、植え込みの剪定、側溝清掃などのボラ
ンティア活動を行い、公園環境保全に努めて地域活動に貢献しています。

【健康づくり活動】
西区　姪北校区　姪北校区シニアクラブ連合会小戸地区
　日祝日を除く毎日、雨天時を除いて朝 7時から地域公園でラジオ体操を
行い、健康維持に役立っています。定時開始により会員以外の方も参加し
やすく、夏休みや春休みには子供たちも加わり、世代間交流や地域コミュ
ニティづくりに貢献しています。また、体操前には公園のごみ拾いを行い、
社会奉仕にもつながっています。

　全老連では、他の範となる先進的な取り組みを行っている老人クラブや
連合会に対し、活動賞を贈呈しています。令和６年度は、次のクラブ、連
合会が表彰されています。

＜全国老人クラブ連合会活動賞＞

11
月
20
日
（
水
）・
21

日
（
木
）、
神
奈
川
県
横

浜
市
（
会
場
：
神
奈
川
県

民
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、

約
１
０
０
０
名
が
参
加

し
、
「
の
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ

く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
第
53
回
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

１
日
目
は
、
各
地
の
活

動
発
表
が
あ
り
、
2
日
目

は
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
「
健

康
寿
命
の
延
伸
と
栄
養
・

食
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
、
式
典
で
は
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
老
連
か
ら
は
、
理

事
等
10
名
が
参
加
し
、
次

の
役
員
、
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

第 1 日目
第 2 日目テーマ・研修プログラム

《開催日》7月 4日（木）、5日（金）
《会　場》�大分県大分市
　　　　 「ホテル日航大分 オアシスタワー」
《参加者》193名（内福岡市　10名）

　令和６年度九州ブロック老人クラブリーダー研修会は、大

分市で開催されました。

　研修は、下記の内容で行われましたが、九州一円から多く

の老人クラブのリーダーが参加し、研修はもとより、他都市

のリーダーとの情報交換や交流も深めました。

大分県で開催
九州ブロック老人クラブリーダー研修会

◎事例研究

①�福岡県「クラブ活動を等しいの会員増強？」

②�佐賀県「会員に対する割引制度について」

③�宮崎県「規約の再周知等による会員増強運動の取り組み」

④�鹿児島県「発足１年余り、健康で元気な日々を目指して」

◎�基調報告「老人クラブの現状と課題」

全国老人クラブ連合会　常務理事　松島　紀由　氏

◎講演

テーマ「大友宗麟」を大河ドラマに！

　〜ヨーロッパ強国進出に正面から向き合った戦国大名〜

講師　NPO 大友氏顕彰会　名誉理事長　　牧　達夫　氏
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川
柳

短
歌

八
月
や
燃
え
つ
き
そ
う
な
夜
の
星

　
　

博
多
区　

東
住
吉
校
区　

永
寿
会�

熊
谷　

栗
子

秋
迎
え
子
等
の
学
路
は
小
型
水
筒

　
　

南
区　

三
宅
校
区　

第
二
若
水
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挟
間　

健
司

初
詣
数
多
の
絵
馬
の
夢
あ
ま
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東
区　

香
椎
下
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ど
り
の
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中
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弘
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台
所
み
か
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と
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の
背
い
く
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早
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大
原
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着
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と
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南
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第
四
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野
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初
め
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ド
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大
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東
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グ
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ー
ン
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ー
デ
ン
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江
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征
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手
を
ふ
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れ
笑
顔
で
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し
誰
だ
っ
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春
吉
校
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第
七
老
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田
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淑
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聞
か
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見
ぬ
振
り
今
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呆
け
た
振
り

　
　

早
良
区　

四
箇
田
校
区　

四
箇
田
本
町　

長
寿
会�

名
倉　

政
義

総
選
挙
石
破
ノ
ミ
ク
ス
大
変
だ

　
　

西
区　

下
山
門
校
区　

共
生
会�

松
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カ
オ
リ

春
う
ら
ら
母
に
寄
り
添
う
介
護
士
の

　
　

言
葉
清さ

や

か
に
せ
せ
ら
ぎ
の
ご
と

　
　

博
多
区　

那
珂
校
区　

親
和
会�

野
田　

ス
ズ
子

あ
ら
玉
の
年
の
始
め
に
詣
で
来
る

　
　

家
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揃
っ
て
笑
み
こ
ぼ
れ
ゆ
く

　
　

中
央
区　

舞
鶴
地
区　

第
一
松
寿
会�
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喜
代
子

朝あ
さ
や
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の
広
場
に
放
つ
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速
し

　
　

老
の
笑
顔
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　

西
区　

金
武
校
区　

金
武
第
二
長
寿
会�

牛
尾　

奈
美
枝

水
郷
の
春
の
柳
川
川
下
り

　
　

船
を
操
り
自
慢
の
歌
を

　
　

城
南
区　

長
尾
校
区　

長
尾
第
一
朋
友
会�

津
留
崎　

利
雄

俳
句

み
ん
な
の
広
場

文
芸
欄

12ページに掲載している「福岡市高齢者美術展」審査員の講評をご紹介します。

　今年の工芸部も出品点数が多く良品揃いでした。局長賞の水時さ
ん、金賞の竹内さん、銀賞の舩越さん、銅賞の新田さん、いずれも大変
丁寧な手仕事に品格が宿っています。奨励賞の井口さん、中薗さんも
力強い作品でした。「美は細部に宿る」皆様の次作が楽しみです。

◆工芸　松尾まさこ先生

　今年も力作揃いの作品で審査に時間がかかりました。
　最高年齢者賞の久野好子さん「松尾芭蕉の句」はお人柄がにじみ
出るような静かで凛とした作品で素晴らしいかったです。
　金賞、原勝興さん、淡墨での表現が非常に効果的で墨量、線の太細
の変化によって余白が美しく精神的なものを感じました。銀賞、大
森冨士子さん、競えられた線質が魅力的で文字の余白が効いた秀作
です。銅賞、古屋佳代子さん、漢字と仮名の大変な作業、筆がピンと
立って無駄のない美しい線です。奨励賞、向坂恵子さん、丁寧に心を
込めて書かれた品の良い作品です。
　審査で感じたのですがどの作品も楽しくのびのびと書かれてい
たのがとても印象に残りました。来年は更に出品点数が増えますよ
うに願っております。

◆書　福井佑香先生

　最高の福岡市長賞の藤島正稔さん「吉兆の予感」は、池面の霧に射
す光が非常に効果的です。金賞の森口正一さん「光芒ハンター」は光
の中の人々がとても印象的です。銀賞の大賀信泰さん「歓喜」は水
面等に反射する人物をうまくとらえています。銅賞の田中賢次さん

「雲が生まれる…」はその感じが枯れ木とマッチしています。

◆写真　松永楠生先生

　出品者は少ないものの、それぞれの人生の深みを感じられる作品
ばかりでした。

【金賞　竹田輝義さん「山間の雪景色」水墨画】
　雪の降り積もる山間の様子を墨の濃淡といろいろな技法を使い
細部まで根気よく美しく表現されていました。よくある風景画です
が、作者の記憶とそれを巡る生きた時間を感じる事が出来ました。

◆日本画　城戸久美子先生

第 54 回 福岡市高齢者美術展審査員講評

①
１
二
歩
、②
２
一
王
、③
２
二
銀
成

④
同
馬
、⑤
１
一
飛
ま
で
、

解
説

初
手
１
二
歩
と
し
て
銀
を
な
り
捨
て
て

香
筋
を
通
し
て
、１
一
飛
と
す
る
と
馬
で

と
れ
ず
詰
み
上
が
り
で
す
。

初
手
１
二
飛
は
、2
一
王
、3
二
銀
不
成
、

1
二
王
、2
一
銀
不
成
、１
一
王
で
詰
み
ま

せ
ん
。

黒
１
の
サ
ガ
リ
が
急
所
。白
２
に
は
黒

3
、白
４
に
は
５
で
白
が
ど
う
打
っ
て
も

連
絡
を
防
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
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詰
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黒
1
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で
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め
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す
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2
で
a
や
b
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黒
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詰
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解
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①
２
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２
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２
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龍
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で
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２
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、③
１
三
角
成
、

④
３
三
王
、⑤
２
二
龍
、⑥
同
金
、⑦
２
四
馬
ま
で
。

【
解
説
】

王
を
４
二
に
逃
が
さ
な
い
た
め
に
は
、２
四
角
か
５

一
角
で
す
が
、５
一
角
に
は
相
駒
を
し
て
く
れ
る
と

２
四
龍
ま
で
で
す
が
、金
を
引
か
れ
る
と
後
の
攻
め

が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
手
目
２
二
王
に
対
し
て
は
、１
三
角
成
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。王
も
３
三
し
か
行
け
ま
せ
ん
が
こ
こ
で
２

二
龍
の
強
手
が
出
て
２
四
馬
で
詰
み
上
が
り
で
す
。

【
詰
み
上
が
り
図
】

5　4　3　2　1

玉
歩

金
金

馬

桂

と
二

一

三
四

五
六

1 2 3 4 5 6 7 8 9

七

八

1

23

4

5 a
b

詰
将
棋
解
答

黒
1
ま
で
踏
み
込
め
ま
す
。

白
2
で
a
や
b
は
黒
5
で
白
死
。

詰
碁
解
答

①
２
四
角
、②
２
二
王
、③
１
三
角
成
、

④
３
三
王
、⑤
２
二
龍
、⑥
同
金
、⑦
２
四
馬
ま
で
。

【
解
説
】

王
を
４
二
に
逃
が
さ
な
い
た
め
に
は
、２
四
角
か
５

一
角
で
す
が
、５
一
角
に
は
相
駒
を
し
て
く
れ
る
と

２
四
龍
ま
で
で
す
が
、金
を
引
か
れ
る
と
後
の
攻
め

が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
手
目
２
二
王
に
対
し
て
は
、１
三
角
成
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。王
も
３
三
し
か
行
け
ま
せ
ん
が
こ
こ
で
２

二
龍
の
強
手
が
出
て
２
四
馬
で
詰
み
上
が
り
で
す
。

【
詰
み
上
が
り
図
】

5　4　3　2　1

玉
歩

金
金

馬

桂

と
二

一

三
四

五
六

1 2 3 4 5 6 7 8 9

七

八

1

23

4

5 a
b

4
ペ
ー
ジ
問
題
の
解
答

　第54 回福岡市高齢者美術展
の洋画部出品数は27 点でした。
風景・静物・人物など出品者の
皆さんの熱のこもった作品が多
数でした。福祉局長賞を受賞さ
れた福永修二さんの油彩作品

「造船所風景」は、造船中の船の
赤と緑、空と海の青、機材の黄色の組み合わせと画面構成が大胆な力
強い秀作です。金賞の山口ユキエさん、銀賞の柴田順子さん、銅賞の竹
下啓子さんの作品もそれぞれの個性を生かした良作です。

◆洋画　光行洋子先生

洋画の光行先生洋画の光行先生
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第
54
回 

福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

◆�11ページに審査員の講評を掲載していますので
ご覧ください。

◆�今年もたくさんの出品をお待ちしています。

芸
術
の
秋
を
楽
し
む

芸
術
の
秋
を
楽
し
む受賞者一覧受賞者一覧（敬称略）（敬称略）

賞 部　門 氏　名 作品名

特別賞

福岡市長賞 写　真 藤島 　正稔（中央区） 吉兆の予感

市福祉局長賞 工　芸 水時 　幸枝（東区） ミニチュア
おひな様セット

市老連会長賞 洋　画 福永 　修二（南区） 造船所風景

金　賞

日本画 竹田 　輝義（西区） 山間の雪景色
洋　画 山口 ユキエ（東区） 根子岳
工　芸 竹内 　米子（早良区） 日本刺繍 孔雀

書 原 　　勝興（南区） 色は匂へど
（いろはにほへと）

写　真 森口 　正一（早良区） 光芒ハンター

最高年齢者賞
女性（97 歳） 書 久野 　好子（中央区） 松尾芭蕉の句
男性（91 歳） 工　芸 髙木 八州男（早良区） 祝い松

※銀賞、銅賞、奨励賞については、市老連ホームページに掲載しています。

広
告
協
賛
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
、
福
岡
市
老
連
広
報
紙

　

こ
の
た
び
は
、
福
岡
市
老
連
広
報
紙

「
ふ
く
ふ
く
ク
ラ
ブ
福
岡
第
１
１
５
号
」

「
ふ
く
ふ
く
ク
ラ
ブ
福
岡
第
１
１
５
号
」

へ
の
広
告
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

へ
の
広
告
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

　

本
紙
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
・
教
養
を

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
・
教
養
を

高
め
る
と
と
も
に
、
交
流
の
輪
が
広
が

高
め
る
と
と
も
に
、
交
流
の
輪
が
広
が

る
よ
う
願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

る
よ
う
願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
末
永
く
ご
厚
誼
、
ご
支
援

　

今
後
と
も
末
永
く
ご
厚
誼
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

今
号
で
は
、

　

今
号
で
は
、44
ペ
ー
ジ
に
女
性
部
研

ペ
ー
ジ
に
女
性
部
研

修
会
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。こ

修
会
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。こ

の
研
修
会
で
は
、健
康
長
寿
を
目
指
し
、

の
研
修
会
で
は
、健
康
長
寿
を
目
指
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
重
要
性
に
つ

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
重
要
性
に
つ

い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。ま
た
、フ
レ

い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。ま
た
、フ
レ

イ
ル
予
防
に
向
け
た
、日
常
生
活
で
無
理

イ
ル
予
防
に
向
け
た
、日
常
生
活
で
無
理

な
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
具
体
的
な
習
慣

な
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
具
体
的
な
習
慣

や
、食
材
の
工
夫
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

や
、食
材
の
工
夫
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
つ
実
践
的

た
。こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
つ
実
践
的

な
内
容
が
多
く
、参
加
者
か
ら
も
大
変

な
内
容
が
多
く
、参
加
者
か
ら
も
大
変

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。新
年
の
ス
タ
ー

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。新
年
の
ス
タ
ー

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　広報紙「ふくふくクラブ福岡」
へのご意見等をお寄せください。
紙面づくりの参考にさせていた
だきます。

《送付先》
〒 810-0062
福岡市中央区荒戸 3 丁目 3−39
福岡市市民福祉プラザ内
福岡市老人クラブ連合会事務局
FAX：092-713-0157
メール：  fukuoka.rc@hyu.bbiq.jp

ご意見
お寄せください！

吉兆の予感吉兆の予感
藤島 　正稔（中央区）藤島 　正稔（中央区）

福岡市長賞福岡市長賞

ミ
ニ
チ
ュ
ア
お
ひ
な
様
セ
ッ
ト

ミ
ニ
チ
ュ
ア
お
ひ
な
様
セ
ッ
ト

水
時
水
時  

　
幸
枝
（
東
区
）

　
幸
枝
（
東
区
）

市
福
祉
局
長
賞

市
福
祉
局
長
賞

る
た
び
に
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
、
ま
た
、

審
査
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

造
船
所
風
景

造
船
所
風
景

福
永
福
永  

　
修
二
（
南
区
）

　
修
二
（
南
区
）

市
老
連
会
長
賞

市
老
連
会
長
賞

　

今
回
は
、
日
本
画
４

点
、
洋
画
27
点
、
工
芸

37
点
、
書
10
点
、
写
真

16
点
の
計
94
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
市
長
賞

を
は
じ
め
各
賞
を
選

出
し
、
最
終
日
に
は
、

表
彰
式
及
び
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催

し
ま
し
た
。
表
彰
式
で

は
、
各
賞
が
授
与
さ
れ

　

10
月
8
日
（
火
）
～
14
日
（
月
）
の
7
日
間
、
福
岡
市
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
B
・
C
・

D
に
て
「
第
54
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
展
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
高
め
、
文
化
活
動
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

審
査
員
の
講
評
に
多

く
の
方
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
作
品
を
鑑
賞

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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